






図6　ストライプのナンバリング
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4. 明度の段階：Scheidung abends

L*a*b*による数値情報を配色の分析に利用する
場合、L*の値が明度を表すことから、まず検討
するべきは明度と思われる。L*の値は、マンセ
ルにおける明度とも比例的に対応する。そこで、
クレーの作品によく見られるモチーフである、色
相・明度・彩度が段階的に変化する平行のストラ
イプが描かれている作品（「色彩の階層化」と呼
ばれる作品群 9））から2つの作品を対象として調
査を行なった。

Scheidung abends（1922）は、夕暮れの空と地表
を想起させるように、背景が青から橙まで12段
階に変化し、その上に、矢印が分かれ目を指し示
すように上下反対向きに2つ描かれている作品で
ある。一見して補色の関係に近い、円の直径上付
近を移動する色の変化であることが見て取れる
（図5）10）。
まず、背景のストライプを基準として数値情報
を取得するため、上から順にナンバリングを行い
（図6）、その上で、各色の領域ごとに色の数値情
報を取得した 11）。そして、L*の値の変化を、背
景は1つの線として、矢印はそれぞれ別の2つの
線として、折れ線グラフとした（図7）。
グラフを参照すると、上から8番目の色に向
かって徐々に明度が高くなり、9番目以降は徐々
に明度が低くなっていく。L*の値がとりうる最
大値は100であるため、明度を高明度、中明度、
低明度と3段階に分けた場合、中明度と低明度の
境目ぐらいから、青の色が開始されているのが分
かる。黄から橙の色は中明度付近で終わっている。
矢印の明度は、背景色と平行な関係を保っている
ことが見てとれる。
次に、a*とb*の値から、色相と彩度の変化を
座標上に表した（図8）。図2や図3と見比べてみ
ると、この作品の色の変化が、青から原点付近（無
彩色）を通って、黄を通過して橙にいたる変化で
あることが分かる。クレーの色環に即して考えれ
ば、120度から180度程度の間での変化であり、

図5　Scheidung abends














